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【目的】

2022年1月から、埼玉県PCR検査等無
料化事業に参加して、検査者のデー
タ分析を行った。

今回、新型コロナウイルス感染症の
パンデミックについて総括したので、
報告する。





無料検査の対象者 (検査対象者が拡大されました！)
感染リスクが高い環境にある等感染に不安を感じる無症状の埼玉県民の方は、県内
薬局・ドラッグストアにて無料で検査を受けられるようになりました。

以下3つ全ての条件を満たす場合は、県内の薬局・ドラッグストアにて無料で検査を受けられます。
1.発熱などの症状がないこと
2.感染に不安があること
3.埼玉県在住であること（埼玉県在住であることがわかるものをご持参ください。）

埼玉県PCR検査等無料化事業

12月23日：埼玉県PCR検査等無料化事業が始まりました。



定着促進事業と一般検査事業



地域の薬局が日頃からの情報法網の大事さ！！

PCR検査キット、抗原検査キットは、共に株式会
社TRIB（ロシュ製）にて採用しました。この選
び方も大変重要です。この検査会社は、所沢に
LABOを持ち、スタッフの技術力とPCR検査につい
ての情報量が充実しています。またLABOの職員
が回収を行い、翌日の午後には検査結果がメー
ルにて届くのが特徴です。検査者には薬局が
メールまたは、電話にて結果を報告します。



《検査会社の選定》

検体はその日のうちに検査会社が回収に来
られ、次の日の朝いちで機械にかけるため、
検体採取日の次の日には結果が判明。



抗原検査方法



PCR（スワブタイプ）検査方法



《検査方法》

薬局内での感染拡大の防止を考慮し、基本的には自動車での来局を想定したドライ
ブスルー方式でPCR検査を行った。
徒歩、自転車で来局した場合も想定し、別棟に検査室を設置した。

ドライブスルー方式による検査

検査室による検査



1/11からPCR検査を開始し、1月から5月までの検査者は239名。そのうち陽性者は21名
（陽性率8.8％）。

2月の検査者（89名）が最も多く、無症状の陽性者（陽性率14.6％）は検査者の1割以上で
あった。

年齢別では、高齢者よりも若い世代が多く、仕事先や学校、保育園に提出する陰性証明が必
要なための検査希望者が多くいた。

《結果》

埼玉県無料PCR抗原検査データ（厚川薬局、2022.1～5）

資料 １

2022.1～5の月別データ

1月 陽性者 2月 陽性者 3月 陽性者 4月 陽性者 5月 陽性者 合計

感染不安

感染不安あり 21 1 24 2 10 1 9 0 5 1 69

症状がある（本人・家
族） 5 1 17 3 12 0 9 2 3 0 46

周りで陽性あり 8 0 25 6 19 0 10 1 0 0 62

陽性隔離明け 0 0 1 0 2 0 0 0 1 0 4

持病がある 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

陰性証明

帰省・旅行・イベント
0 0 10 2 12 0 6 0 5 0 33

会社・学校からの要請
3 0 11 0 5 1 3 0 1 0 23

小計 38 89 60 37 15 239

陽性者 2 13 2 3 1 21

陽性率 5.3% 14.6% 3.3% 8.1% 6.7% 8.8%

年齢別 資料 ２

年齢 人数

0～9歳 35

10～19歳 22

20～29歳 25

30～39歳 37

40～49歳 36

50～59歳 35

60～69歳 21

70～79歳 25

80歳以上 3

合計 239



《考察》

② さらに、事業開始の1月～2月にかけては、参加施設が少ない上、全国でPCR・
抗原キットの在庫不足が起こり、希望者全員に検査をすることができなかった。

③ その解決方法として、薬剤師会や地域包括システムで出会った仲間達で協働し
ていくことが大事であることを痛感した。

（顔の見える関係⇒無理の言える関係へ）

① 1月～2月にかけては朝からひっきりなしの電話対応に追われた。

濃厚接触の疑いや咳、関節痛など多少の自覚症状だけで、発熱がなければ
病院の発熱外来は受診できず、保健所には電話が繋がらない状況で、
最終的に薬局を頼って来られることもあった。
ただ、今回の事業は、症状がある方は対象外、さらに濃厚接触者も対象外の事業。
発熱者は医療機関は予約がいっぱいで診てもらえない上、濃厚接触者に関しては、
薬局は対象外、検査できる所がないという状況で、困っておられる方が多くいたが、
薬局も何も出来ず、そうしてよいかわからない苦しい状況が続いた。
また、検査者が薬局で検査結果が陽性となると、もう一度病院でPCRの確定検査が
必要となる。これも陽性者にとって心身ともに大きな負担となった。

⑤ 励みになる患者さんの返信メールが業務の支えになった

④ 今回のような100年に一度のパンデミック時では、薬剤師の潜在的な職能を
最大限に発揮して、地域貢献することはとても意義のあることだと考えた。


